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山中温泉ぬくもり診療所の現況について

『山中地域の医療の確保に関しては、住民の不安に応えるため、早急に、最低でも外来機能は残すことを決定
すべきである。採算性及び引き受け先の問題もあるが、病床数の急激な減少のバッファー（緩衝器）として、19 
床の病床を置くことを検討すべきである。また、運営については、これまでの山中温泉医療センターが行ってき
た試みを継続する観点から、地域医療振興協会の指定管理者制度の継続を検討すべきである。当然、地域医療振
興協会の意向もあるので、診療所の規模や繰出金の問題を含め、早急に加賀市としての方針を決めることが必要
となる。』

※加賀市統合新病院建設計画における健全な病院経営についての意見 P37から抜粋

平成28年4月1日 山中温泉ぬくもり診療所を開院
指定管理期間:5年間（平成28年4月1日～令和3年3月31日）
指定管理者:公益社団法人 地域医療振興協会（上記意見を基に非公募）

令和2年6月～8月「加賀市公の施設の指定管理者の選定手続等に関する条例」の原則に基づき、市内事業者等にも応募
の機会を広く提供する観点から、公募を実施

令和3年4月1日～ 現指定管理者が運営
指定管理期間:5年間（令和3年4月1日～令和8年3月31日）
指定管理者:公益社団法人 地域医療振興協会

平成26年3月2日 加賀市統合新病院建設計画検証委員会の意見

開院から現在までの経緯

１ 現指定管理者の運営状況について

• 現指定管理者の運営について、収支の赤字が継続している状況で

ある。

• また、診療所の患者数は減少傾向のままであることが見込まれ、

年々収入が減少していることから収支の改善は困難な状況である。
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① 開院（平成28年4月1日）からの患者数の推移
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開院当初と比較した際、令和５年度においては全ての診療科において患者数は減少している。

各年4月1日時点

新型コロナウイルス
感染症発生

耳鼻咽喉科
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(人）

② 収支状況の推移
(千円)

開院当初から、収支は毎年赤字である。
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• 許可病床（19床）は稼働しておらず、当面稼働の見込みはない。

• 令和2年3月3日付け「加賀市の地域医療の充実に関する答申書」におい
て「診療所は激変緩和策としての役割は果たしたものと考えられる」と
答申をいただいた。

• また、加賀市民病院と山中温泉医療センターを統合したことにより、統
合前425床の病床が統合後300床まで減少するも、統合後の加賀市医療セ
ンターの病床稼働率は100%を超えたことがなく、山中温泉ぬくもり診療
所の病床を稼働せずとも入院医療提供体制は十分に整備されていると考
え、激変緩和策としての役割は果たしたと考えられる。

２ 山中温泉ぬくもり診療所許可病床（19床）
について

加賀市医療センター開院（平成28年4月1日）からの病床稼
働状況の推移
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開院当初から加賀市医療センターの病床稼働率が100%を超えたことがない。

※病床稼働率…（24時現在の入院患者数＋0～24時の退院患者数）／ 病床数 ×100
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３ 外来診療機能について

• 山中地域の患者の割合が多い。

• 市内診療所数（人口10万対）は全国及び県内平均を下
回っており、且つ山中圏域においては市内平均を下
回っているため、外来診療機能の不足が懸念される。

• 診療所の医師の高齢化の問題もある。

① 開院（平成28年4月1日）からの患者の住所地別の推移
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全ての年度において、山中地域の患者の割合が多い。
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② 県内の診療所数（人口10万対）の状況

（出典）厚生労働省「医療施設（動態）調査」および総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」

（時点）令和3年(2021年)

本市の診療所数(人口10万対)は全国及び県内平均を下回っている。
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※障害者福祉施設等に併設された診療所は除く

参照：「コード内容別医療機関一覧表 （令和6年6月1日現在）」（東海北陸厚生局）
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③ 市内の医療機関及び診療所数（人口10万対）の状況

市内中心部に診療所が集約しており、山中圏域の市内診療所数（人口10万対）は市内平均を下回っている。

診療所数(人口10万対)
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④ 県内の医師の高齢化の状況

圏域名
診療所
医師数

うち、
65歳以上

65歳以上
比率（％）

南加賀 153 67 43.8%

石川中央 592 245 41.4%

能登中部 72 30 41.7%

能登北部 36 13 36.1%

石川県 853 355 41.6%

全国 107,226 38,297 35.7%
出典:令和 2 年医師・歯科医師・薬剤師調査

南加賀圏域では、県内で最も高齢者比率が高く、県内及び全国平均を上回っている。

山中圏域の医療提供体制を踏まえ、山中温泉ぬくもり診
療所の今後の在り方・方向性について検討する。

① 外来診療機能について

② 病床（19床）について

③ 運営体制について

４ 検討事項について
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